JTCCM

ホルムアルデヒド発散建築材料

申請仕様の特定方法


ホルムアルデヒド発散建築材料における申請仕様の特定方法
Nov.2018版

一般財団法人建材試験センター

ホルムアルデヒド発散建築材料の申請において、各構成材料の特定に必要となる事項をとりまとめました。申請図書の別添表1（申請仕様及び試験体の形状・寸法等）及び表2（申請仕様及び試験体の材料構成）を作成される際に、別資料の申請図書記載例*)と併せてご参照ください。
不明な事項につきましては、当センター担当者までお問い合わせください。なお、当該様式は予告無く変更となる場合がありますので、あしからずご了承願います。
■ホルムアルデヒド発散建築材料

1. 木質系ボード類

・合板
p.3
・単板積層材(LVL)
p.3
・集成材
p.4
・木質系フローリング
p.4
・ミディアムデンシティファイバーボード(MDF)
p.5
・パーティクルボード
p.5
・構造用パネル
p.5
・その他木質系材料
p.5
2. ユリア樹脂板
p.6
3. 壁紙
p.7
4. 接着剤、塗料、塗材
p.8
・接着剤(現場施工、工場での二次加工)

・接着剤(現場施工)
・塗料(現場施工)
・仕上塗材(現場施工)
5. 断熱材等
p.9
・保温材

・緩衝材

・断熱材

■ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

・印刷インク、突き板、化粧フィルム、ガラス　等
p.10
・樹脂含浸紙
p.11
・キャッチャー剤(ホルムアルデヒド低減化処理剤)
p.11
【注意事項】
・申請図書を作成される際には、表中の青字・ゴシック体の部分は不要です。

・本資料にて特定できない場合は、当センター担当者にご確認ください。
・記載を簡単にするため、チェック欄（□欄）があります。該当する箇所に印をつけてください。

*)申請図書記載例など、資料のダウンロード先
当センターHP　ホーム（http://www.jtccm.or.jp）　各種お申し込み（ページ中段右側）
　→認定・認証「大臣認定のための性能評価等のお申込み」
　→ホルムアルデヒド発散建築材料
【申請図書の別添　表2　申請仕様及び試験体の材料構成の記載について】
〇基本的な考え方
・申請図書の別添の表2は、申請される材料を表面側(室内に面する側)から順番に組み合わせて作成してください。同様に、図1の断面図も、表面側から順番に積層状態を示してください。
例：MDFの室内側に、化粧材を接着剤で張り付けた板の場合は、次のようになります。

　　(1)化粧材　　(2)接着剤　　(3)基材(MDF)

・試験体は当センター評価員が選定します。指示に基づき記載いただきますので、試験体の欄に関しましてはまずは空欄のままご相談ください。

〇材料の範囲と許容差

・申請仕様に幅がある場合(製造条件で分けることができる場合)は範囲○○～○○としてください。申請仕様について、下限値のみ、上限値のみの記載は不可となります。製造上のばらつき(公差、許容値)については○○[±○○]としてください。数値を外れる仕様は評価対象外となります。
例：厚さ3 mmから5 mmの幅がある材料の場合：3～5mm
　　　　厚さ4mmの材料で、製造上の公差が0.5mmある場合：4[±0.5]mm
　　　　厚さ3㎜以上　のように、下限値あるいは上限値のみの記載は不可。

〇材料の組成

・材料構成比率及び組成に関しては、質量基準の比率（質量％）として記載してください。
・数値の合計が100質量％となるように特定してください。
・木質系材料は、樹種の特定が必要です。

・組成の名称は、どのような材料か特定できる記載としてください。
　例：単に「その他」と記載したり、「顔料」「増粘剤」のように機能名称のみで記載したりしないようにしてください。
〇材料名称
　・材料名称は、商品名ではなく一般名で記載してください。
　　例：ユリア樹脂系接着剤、水性高分子-イソシアネート系接着剤　など

〇塗布量
・単位面積あたりの質量（g/m2）として記載してください。
〇製造時と固形量

　・材料の組成、塗布量は、製造時の状態と、建物に取り付けられた状態（固化した状態）では値が異なります。このため、組成・塗布量につきましては、どちらの状態（製造時・固形量）であるのか明記してください。
〇接着

　材料同士の重ね面は、接着方法（接着剤名を明記、熱圧着　等）を示してください。
〇非ホルムアルデヒド系材料
　構成材料については、ホルムアルデヒドを放散するおそれのある材料（ホルムアルデヒド系材料）への該当性について確認してください。
　ホルムアルデヒド系材料は、次のとおりです。
(1)第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料
　　　平成14年国土交通省告示第1113～5号に規定される材料です。
　　　①合板　②木質系フローリング　③構造用パネル　④集成材　⑤単板積層材　⑥MDF　⑦パーティクルボード　⑧その他の木質建材（木質材料をホルム系接着剤で成型したもの）　⑨ユリア樹脂板　⑩壁紙　⑪接着剤　⑫保温材　⑬緩衝材　⑭断熱材　⑮塗料（現場施工）　⑯仕上塗材（現場施工）　⑰接着剤（現場施工）
　　(2)ホルムアルデヒドを発散するおそれのある成分
　　　次の成分です。接着剤の場合は、⑥、⑦を含みます。
　　　①ユリア樹脂　②メラミン樹脂　③フェノール樹脂　④レゾルシノール樹脂　⑤ホルムアルデヒド系防腐剤
　　　⑥メチロール基含有モノマー　⑦ロンガリット系触媒　　注：ユリア・メラミン樹脂等も含まれます。
　ホルムアルデヒドを放散するおそれのない材料は、「非ホルムアルデヒド系材料」として特定してください。
 FORMCHECKBOX 
合板

 FORMCHECKBOX 
単板積層材(LVL)
表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)基材
	材料：　　　　　　　　　　　
（JAS適合品の場合：種類＝　　　　　　、ホルム等級＝　　　　　　）

厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
木材樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　
単板積層数：　　　層

単板厚さ(表面側から)：
第1層　　　[±　　]mm

第2層　　　[±　　]mm

第n層　　　[±　　]mm
＞種類が多い場合は、厚さと積層数・単板厚さの関係について別表にて示して下さい。

接着剤：　　　　　　　　　　　接着剤

塗布量(1層あたり／固形量or製造時)：　　　[±　　]g/m2
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における1層あたりの接着剤使用量を特定してください。
組成(固形量or製造時)：
　　　　　樹脂　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
＞非ホルムアルデヒド系接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも使用していないもの）の場合、組成は省略することができます。
	材料：
厚さ：

密度：

木材樹種：

単板積層数：

単板厚さ(表面側から)：

　第1層

　第2層

　第n層

接着剤：

塗布量(1層あたり／

　　　)：

組成(　　　)：




 FORMCHECKBOX 
集成材

横はぎ幅15cm以上の単層集成材は告示対象ではありません。
表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)基材
	材料：　　　　　　　　　　　
（JAS適合品の場合：種類＝　　　　　、ホルム等級＝　　　　　　）

厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
木材樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　
積層数：　　　層

1層あたりの厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm

横はぎ幅：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
縦継ぎ間隔：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
接着剤：　　　　　　　　　　　接着剤

塗布量(固形量or製造時)：　　　[±　　]g/m2

＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における接着剤使用量を特定してください。

組成(固形量or製造時)：

　　　　　樹脂　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
＞非ホルムアルデヒド系接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも使用していないもの）の場合、組成は省略することができます。
	材料：

厚さ：

密度：

木材樹種：

積層数：

1層あたりの厚さ：

横はぎ幅：

縦継ぎ間隔：
接着剤：

塗布量(　　　)：

組成(　　　)：




 FORMCHECKBOX 
木質系フローリング

縦継ぎした単層フローリングは告示対象ではありません。

→フローリングを構成する材料毎に、それぞれ記載のページを参照して仕様を特定してください。
例1) 単板を積層したフローリング

→合板・LVL(p.2)や単板(p.9)、接着剤(p.7)等についてそれぞれ特定してください。

例2) MDFを基材としたフローリング

→MDF(p.4)、表面材の材料(p.9他)、接着剤(p.7)等についてそれぞれ特定してください。

例3) 単板とMDFを積層したフローリング

→単板(p.9)、MDF(p.4)、接着剤(p.7)等についてそれぞれ特定してください。

 FORMCHECKBOX 
ミディアムデンシティファイバーボード(MDF)
 FORMCHECKBOX 
パーティクルボード

 FORMCHECKBOX 
構造用パネル
 FORMCHECKBOX 
その他の木質系材料

木材のひき板、単板又は小片その他これらに類するものを、ユリア樹脂系、メラミン樹脂系、ユリア・メラミン共縮合樹脂系、フェノール樹脂系又はレゾルシノール樹脂系の接着剤により面的に接着し、板状に成型したもの。

例：コルクボード 等

表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)基材
	材料：　　　　　　　　　　　
（JIS/JAS適合品の場合：規格番号/種類＝　　　　、

ホルム等級＝　　　　　　）

厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
材料構成及び比率(固形量or製造時)：
木材　　　　　　　　　～　　質量％
接着剤　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％    (合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における材料構成比率を特定してください。
木材樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　

□天然材のみ
□加工品等からの再生材含む(天然材　　　％、再生材　　　％)
＞天然材のみか、加工品等からの再生材を含むかを特定してください。

接着剤：　　　　　　　　　　　接着剤

組成(固形量or製造時)：

　　　　　樹脂　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％  (合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
＞非ホルムアルデヒド系接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも使用していないもの）の場合、組成は省略することができます。

単位体積あたりの接着剤固形量：　　　[±　　]～　　[±　　]kg/m3
＞製品密度に接着剤の比率を乗じた数値を固形量で算出してください。
	材料：

厚さ：

密度：

材料構成及び比率(　　)：

木材樹種：

接着剤：

組成(　　　)：

単位体積あたりの接着剤固形量：


注：厚さ、密度、組成に範囲がある場合で、複雑な組み合わせとなる場合は、別途一覧表にとりまとめてください。
 FORMCHECKBOX 
ユリア樹脂板

表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)基材
	材料：ユリア樹脂板
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
材料構成及び比率(固形量or製造時)：
基材　　　　　　　　　～　　質量％
ユリア樹脂　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における材料構成比率を特定してください。
基材：　　　　　　　　　　　　　　　　
種類：　　　　　　　　　
	材料：同左

厚さ：

密度：

材料構成及び比率(　　)：

基材：

種類：


 FORMCHECKBOX 
壁紙

表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	質量
	　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	表面材
	(*)　　　　　　

	材料：　　　　　　　　　　　　□非ホルムアルデヒド系材料
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

＞保護塗料、保護フィルム、接着剤、紙、フィルム、金属はく等、個々の材料毎に項目を分けて特定してください。
	種類：
材料：

厚さ：

質量：

	
	(*)　　　　　　
(接着剤、塗料、インキ等)
	材料：　　　　　　　　　　　　□非ホルムアルデヒド系材料
塗布量(固形量or製造時)：　　　[±　　]g/m2
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における塗布量を特定してください。
	種類：
材料：

塗布量(　　　)：

	主素材
	(*)　　　　　層
次のいずれかとなります。

□紙層(普通紙、難燃紙等)

□繊維層(植物繊維、動物繊維、化学繊維等)

□塩化ビニル樹脂層
□プラスチック層(ＥＶＡ樹脂、ポリエチレン樹脂等)

□無機質層(炭酸カルシウム、石等)
	材料：　　　　　　　　　　　　□非ホルムアルデヒド系材料
形状：　　　　　
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

材料構成：
①材料名　　　　　　　　

質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

②材料名　　　　　　　　

質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

③材料名　　　　　　　　

質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

＞主素材、難燃処理剤、可塑剤、安定剤、顔料、改質剤、骨材、接着剤等、個々の材料毎に材料名や質量等を特定してください。
	種類：
材料：

形状：

厚さ：

質量：

材料構成：



	裏打材
	(*)　　　　　　
(接着剤)
	材料：　　　　　　　　　　　　□非ホルムアルデヒド系材料
塗布量(固形量or製造時)：　　　[±　　]g/m2
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における使用量を特定してください。
	種類：
材料：

塗布量(　　　)：

	
	(*)　　　　　　
	材料：　　　　　　　　　　　　□非ホルムアルデヒド系材料
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

＞紙、難燃処理剤、布等、個々の材料毎に項目を分けて、それぞれ特定してください。
	種類：
材料：

厚さ：

質量：


注：非ホルムアルデヒド系接着剤：第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当せず、塗料は「ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤」を使用していないもの。接着剤においては更に「メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒」を使用していないもの。
 FORMCHECKBOX 
接着剤(現場施工、工場での二次加工)
 FORMCHECKBOX 
接着剤(現場施工)
・壁紙施工用でん粉系接着剤

・ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具施工用でん粉系接着剤

・ホルム系成分を含む接着剤

ホルム系成分：ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー、ロンガリット系触媒、あまに油

 FORMCHECKBOX 
塗料(現場施工)
 FORMCHECKBOX 
仕上塗材(現場施工)

・ホルム系成分を含む塗料又は仕上塗材
ホルム系成分：ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤
表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試験体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	塗布量
	　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(1)接着剤
　　又は塗材
	材料：　　　　　　　　　
＞２種類以上の材料を混合する場合には、それぞれの材料名及び混合比率を特定してください。

密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
塗布量(固形量or製造時)：
　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における使用量を特定してください。
組成(固形量or製造時)：

　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
＞上限・下限が特定できない「未満」「超え」等は用いないでください。

＞成分名は略記せず、一般名称にて記載してください。
	材料：

密度：
塗布量(　　　)：

組成(　　　)：


 FORMCHECKBOX 
保温材
 FORMCHECKBOX 
緩衝材
 FORMCHECKBOX 
断熱材

材料の種類

□グラスウール系の保温材、緩衝材、断熱材

□ロックウール系の保温材、緩衝材、断熱材

□フェノール樹脂系保温材

□ユリア樹脂又はメラミン樹脂を用いた断熱材

表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	　　　　　　　　　
	

	表面の形状
	　　　　　　　　　
	

	厚さ
	　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
	

	密度
	　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	


表2　申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)基材
	材料：　　　　　　　　　　　
（JIS適合品の場合：規格番号＝　　　　、ホルム等級＝　　　　　　）

厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
材料構成及び比率(固形量or製造時)：
　　　　　　　　　　　～　　質量％
接着剤　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
　　　　　　　　　　　～　　質量％
(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における材料構成比率を特定してください。
接着剤：　　　　　　　　　　　接着剤

組成(固形量or製造時)：

　　　　　樹脂　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における接着剤使用量を特定してください。
＞非ホルムアルデヒド系接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも使用していないもの）の場合、組成は省略することができます。
	材料：

厚さ：

密度：

材料構成及び比率(　　)：

接着剤：

組成(　　　)：




■ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料
 FORMCHECKBOX 
表面塗装・印刷インク

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)　　　
	種類：□第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない材料
□ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤を含有していない材料
材料：　　　　　　　　　　　
塗布量(固形量or製造時)：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における使用量を特定してください。
	種類：

材料：

塗布量(　　　)：


 FORMCHECKBOX 
単板、突き板

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)　　　
	種類：□第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない材料
材料：天然木単板

＞接着剤が用いられているものは『木質系単板』とし、下記の他、用いられている接着剤に関して塗布量及び組成を特定してください。

木材樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
密度：　　　[±　　]～　　　[±　　]kg/m3
	種類：

材料：

木材樹種：
厚さ：

密度：




 FORMCHECKBOX 
プラスチックフィルム、紙(樹脂含浸紙を除く)、発泡樹脂等
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)　　　
	種類：□第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない材料
□ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤を含有していない材料
材料：　　　　　　　　　　　　　　
厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
	種類：

材料：

厚さ：
質量：


 FORMCHECKBOX 
金属、ガラス等
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)　　　
	種類：□第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当しない材料

材料：　　　　　　　　　　　　　　
(規格品の場合、名称及び規格番号：　　　　　　　　　　　　　　)

厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
	種類：

材料：

厚さ：
質量：


 FORMCHECKBOX 
樹脂含浸紙
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)　　　
	材料：　　　　　　　　　　　　　　
含浸紙質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
含浸紙厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
原紙：　　　　　　　　　　(材質：　　　　　　　　)
原紙の質量：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

原紙の厚さ：　　　[±　　]～　　　[±　　]mm
含浸量(固形量or製造時)：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における使用量を特定してください。
含浸樹脂：　　　　　　　　樹脂
組成(固形量or製造時)：

　　　　　樹脂　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
＞非ホルムアルデヒド系接着剤（ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒のいずれも使用していないもの）の場合、組成は省略することができます。
上下層との接着方法：　　　　　　　　　　　

＞接着剤を用いずに貼り合わせる場合、その方法を記載してください。
	材料：

含浸紙質量：
含浸紙厚さ：

原紙：

原紙質量：

原紙厚さ：

含浸量(　　　)：
含浸樹脂：

組成(　　　)：

接着方法：


 FORMCHECKBOX 
キャッチャー剤(ホルムアルデヒド低減化処理剤)
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(*)ホルムアルデヒド低減化処理剤
	材料：　　　　　　　　　　　　　　
組成(固形量or製造時)：

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

　　　　　　　　　　　～　　質量％

(合計100質量％)
＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における組成を特定してください。
塗布量(固形量or製造時)：　　　[±　　]～　　　[±　　]g/m2

＞製品中(固形量)又は製造時(製造時)における使用量を特定してください。
処理方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＞処理する部位、処理量、処理方法について特定してください。
＞上記内容特定の他、以下に関して書類の提出が必要となります。報告書として別途様式がありますので、担当者までご連絡ください。

・製品安全データシート(MSDS)

・名称、型番、反応メカニズム、モル比、濃度
・持続性の計算値
・塗布量、塗布方法、塗布工程の写真
・3ヶ月以上の持続性実験結果（処理有無の比較データ）
	材料：

組成(　　　)：
塗布量(　　　)：

処理方法：
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